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　令和 7 年の新年を迎え、謹んでお喜び申し上げます。また、昨年も経済産業政策に対する
深いご理解と格別のご支援を賜りましたことを厚く御礼申し上げます。

　ファインセラミックスをはじめ、化学、紙・パルプ、セメント、硝子などの素材産業は、自
動車、電機電子、医薬品、消費財、建設資材など、経済社会に不可欠な製品・サービスにな
るものを提供し、社会全体を支える基幹産業であり、まさにわが国における競争力の源泉と
もいえる産業です。また、我が国の CO2 排出量のうち、製造業が約３分の１を占め、その生
産プロセスにおいて大量の電気や熱を消費するエネルギー多消費産業でもあります。
　2050 年カーボンニュートラル実現に向けて多くの産業が脱炭素化に取り組むなど産業構造
が変化する中、素材産業の動向としては、人口減少などを背景に国内需要は緩やかに減少傾
向にある一方、海外需要は引き続き伸長傾向にあり、グローバルでの競争環境は加速してい
ます。こうした中、日系の素材メーカーは半導体材料や蓄電池材料などの機能性化学品分野
をはじめとして、世界シェアや収益率が高い製品を有しているところです。
　また近年では、素材産業のさらなる競争力強化に向け、マテリアルズ・インフォマティクス
やＡＩを活用した新素材開発、そして生産性・収益性向上を目指した研究開発や製造が加速し
ています。経済産業省としましても、例えば、ファインセラミックスの製造プロセス開発を大
幅に短縮する、計算科学と融合・連携したプロセス開発基盤の構築とその実用化を支援して
おります。こうした活動を支えるＤＸ人材の育成・確保といった課題解決に向けた取り組みも
加速しており、これらの活動やＧＸを通じて素材産業のサプライチェーン全体の付加価値を向
上させることで、内需・外需の獲得を目指した動きにつながっています。

　こうした中で、ファインセラミックスは、2010 年代以降、国内生産額が倍増する成長を実
現し、6 年連続で 3 兆円を上回っています。また、ファインセラミックスは、その産業規模の
みならず、情報・通信、半導体、自動車、医療機器など、多くの分野での技術革新・技術進
歩に大きく貢献しており、我が国産業にとって不可欠な高機能素材です。引き続き、日本のファ
インセラミックス産業が高い技術力によって世界をリードし、我が国のものづくりを牽引いた
だきたく存じます。
　ＧＸ、ＤＸ、経済安全保障といった新しい経済の軸に合わせ、成長につながる投資の形や
事業分野の中身も変わっていきます。このように、外部環境が大きく変化する時代において、
次の世代に世界で勝負できる成長産業を残し、また創っていけるかは、現役世代の我々に懸
かっています。こうした覚悟をもって、本年もこれら分野の施策立案・実行を通じて、全力で
取り組んでまいります。
　本年がファインセラミックス業界の全ての方々にとって、益々繁栄の年となることを心から
祈念して、私の挨拶とさせていただきます。

年頭所感

経済産業省　製造産業局
素材産業課長　土屋　博史
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事業報告

　11 月 27 日（水）に、第 13 回目の「研究技術委員会」を開催しました。
委員長の ( 国研 ) 物質・材料研究機構 大橋直樹拠点長をはじめ、12 名の委
員の方々に参加していただきました。
　今年度は、以下の 3 件の研究について報告し、忌憚のないご指導、ご助
言をいただきました。

１）耐熱性酸化物の多元素化による結晶構造と放射率の制御及び
　　遮熱コーティングへの応用

（材料技術研究所　上級研究員　田中　誠）
２）セラミックスの製造プロセスインフォマティクス

（材料技術研究所　上級研究員　寺坂　宗太）
３）オペランド透過電子顕微鏡法による全固体 Li イオン電池の動的観察

（ナノ構造研究所　主任研究員　野村　優貴）

　12 月 11 日（水）に、評議員の方へ
の第 13 回目の研究技術等報告会を開
催しました。東原敏昭会長をはじめ評
議員の方々 13 名に参加していただき
ました。
　以下の 2 件の研究トピックスについ
て報告し、忌憚のないご意見をいただ
きました。

１）光学特性を制御した遮熱・環境遮蔽コーティングシステムの設計と創成      （材料技術研究所　副所長　北岡　諭）
２）第一原理計算、マテリアルズ・インフォマティクスによる機能性セラミックス材料研究

（ナノ構造研究所　主幹研究員　森分　博紀）

　「グリーンイノベーションを推進する次世代マテリアル開発と解析技術」と題して、JFCC における当該分野での
最先端の研究開発の取り組みとして以下の内容で研究紹介をおこない、それぞれの講演に対して、質問およびコメ
ントをいただきました。

 ● 第 13 回　8 月 22 日（木）　190 名参加
　１）自動運転や 5G 通信技術を支援する誘電率および電波特性の高精度評価技術

（材料技術研究所　上級技師　伊岐見　大輔）
　２）オペランド透過電子顕微鏡法による全固体 Li イオン電池の動的観察

（ナノ構造研究所　主任研究員　野村　優貴）

 ● 第 14 回　10 月 17 日（木）　186 名参加
　１）固体酸化物形燃料電池に関する電気化学評価技術と界面制御      （材料技術研究所　主任研究員　川原　浩一）
　２）プラズマ FIB-SEM を用いた大領域 3 次元構築技術                           （ナノ構造研究所　上級技師　吉田　竜視）

 ● 第 15 回　12 月 6 日（金）　210 名参加
　１）エアロゾルデポジションによる緻密質セラミックス膜の常温形成技術

（材料技術研究所　上級研究員　田中　誠）
　２）透過電子顕微鏡法を用いたセラミックス・シングルナノ粒子の評価・解析

（ナノ構造研究所　特別主席研究員　佐々木　優吉）

第 13 回 研究技術委員会の開催

第 13 回　研究技術等報告会の開催

第 13 回から第 15 回 JFCC 先端技術セミナーの開催
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武漢理工大学を訪問

事業報告

　10 月 22 日（火）に、JFCC、東京科
学大学、名古屋工業大学、物質・材料
研究機構、産業技術総合研究所の五セ
ラミックス研究機関合同講演会を物質・
材料研究機構に於いて開催しました。
今回の合同講演会では、「サステナブル
な社会を支えるセラミックス」をテー
マに 10 件の講演が行われ、JFCC から
は以下の 2 件の講演を行いました。

１）耐熱性酸化物の多元素化による結晶構造と放射率の制御及び遮熱コーティングへの応用
（材料技術研究所　上級研究員　田中　誠） 

２）走査透過型電子顕微鏡法による蓄電池電極材料内部の局所構造変化の解析
（ナノ構造研究所　上級研究員　仲山　啓）

　約 40 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。来年は産業技術総合研究所に於いて開催予定です。

　11 月 15 日（金）に、名古屋市工業
研究所において、愛知県内に拠点をも
つ、ものづくり中小企業のパートナー
である名古屋市工業研究所・あいち産
業科学技術総合センター・JFCC の 3
研究機関による研究成果・研究事例の
合同発表会を開催しました。
　今回の合同発表会では、基調講演お
よび各研究機関における研究開発事例
6 件を発表しました。

　学術交流協定締結の要望を受け、髙
田雅介所長、木村禎一主席研究員、山
本昌弘主席研究員の 3 名が、9 月 3 日

（火）～ 4 日（水）に武漢理工大学を
訪問しました。滞在中は、材料複合新
技術国家重点実験室および材料科学与
工程学院と交流を深めるとともに、学
術交流の可能性について議論しました。
　帰国後も材料複合新技術国家重点実
験室と継続的に議論を交わし、学術交流協定を締結する運びとなりました。

基調講演　『ロックイン赤外検知式熱物性マッピング法の開拓と非破壊検査への応用』
名古屋大学大学院工学研究科　機械システム工学専攻 教授　長野　方星　氏

JFCC 発表（2 件）
１）  高温Ｘ線回折を用いた材料解析の基礎と応用  （ナノ構造研究所　兼　材料技術研究所　上級技師　横江　大作）
２）  JFCC における熱伝導率評価技術				         （材料技術研究所　特任主任技師　小川　光惠） 

　88 名の参加者があり、活発な質疑がなされました。また、参加者の皆様には発表会の後、名古屋市工業研究所の
施設を見学していただきました。

第 22 回 五セラミックス研究機関合同講演会の開催

3 研究機関による合同発表会を開催

NIMS　大橋拠点長ご挨拶 講演風景
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トピックス

　9 月 27 日（金）に開催された「令和 6 年度グローカル化のための
SDGs 勉強会」（3 回目）の講師として、材料技術研究所先進プロセス
設計グループ グループ長 木村禎一 主席研究員がオンラインで登壇し、

「SDGs に向けたセラミックス製造プロセス研究の展開」について講演
しました。

　11 月 8 日（金） に愛知県立愛知総合工科高等学校電子情報科 2 年生
40 名、教員 2 名が校外学習として JFCC を訪問されました。
　セラミックス、ファインセラミックスに関する説明のあと、JFCC に
就職した卒業生からの講話を聴講し、透過電子顕微鏡や分析機器など
の研究設備を見学されました。

岐阜大学 令和 6 年度グローカル化のための SDGs 勉強会に登壇

愛知県立愛知総合工科高等学校　電子情報科２年生 校外学習で JFCC を訪問

第 33 回、第 34 回材料計算セミナーの開催

第 9 回 CERAMIC JAPAN［大阪］・[ 幕張 ] の協賛・出展

事業報告

　2024 年 5 月 8 日（水）～ 10 日（金）
の 3 日間にわたり、「第 9 回 CERAMIC 
JAPAN［大阪］（高機能セラミックス展）」
がインテックス大阪で、2024 年 10 月
29 日（火）～ 31 日（木）の 3 日間に
わたり「第 9 回 CERAMIC JAPAN（高
機能セラミックス展）」が幕張メッセで
開催されました。
　JFCC の最新研究成果や企業様に広く
活用いただける最新試験評価技術を紹
介するためのポスターを出展し、昨年度を上回る方々にご来場、ご相談をいただきました。

　10 月 22 日 ( 火 ) に第 33 回材料計算セミナー
を開催し、10 月 23 日 ( 水 ) に第 34 回材料計
算セミナーを開催しました。
　第 33 回材料計算セミナーでは、国立科学博
物館　地学研究部　鉱物科学研究グループ　門
馬綱一博士をお招きし、博士の開発した「三次
元可視化システム VESTA」の結晶構造と電子密
度の可視化方法や各種外部プログラムとの連携
について講演が行われ、後半は実習も実施され
ました。
　第 34 回材料計算セミナーでは、Materials Design 社 Erich Wimmer 博士をお招きし、最新のマルチスケールシミュ
レーションに関する講演と Live Demo が行われました。

CERAMIC JAPAN［大阪］ CERAMIC JAPAN［幕張］
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プレスリリース

フッ化物イオン電池向け固体電解質における同価数の
陽イオン混合によるイオン伝導度向上のメカニズムを解明

～新たな材料設計指針に基づく次世代蓄電池の開発を加速～

概要
　近年、低炭素エネルギー社会の実現に向けて、現用のリチウムイオン電池に比べて、より多くのエネルギー貯蔵が可能であるポスト
リチウムイオン電池の開発が活発に進められています。その中の一つに、リチウムイオン電池の２倍以上のエネルギー密度が理論的に
期待される全固体フッ化物イオン電池があります。この電池では、電気の充放電の過程で、フッ化物イオン（F－） が固体電解質（イオ
ン伝導体）の中を横断的に移動（伝導）します。しかし、電池の使用環境下でフッ化物イオン伝導度が高く、構造が安定な固体電解
質は見つかっておらず、実用化に向けて、様々なフッ化物イオン固体電解質の探索や提案が行われています。
　以前の研究において、バリウムイオン（Ba2+）とカルシウムイオン（Ca2+）を原子レベルで混合した (Ba,Ca)F2 において、混合前と比
較してイオン伝導度が飛躍的に上昇する現象が実験的に見い出されていました。この材料系は同じ価数の陽イオンを混合しているとい
う点において従来のイオン伝導体の伝導度向上の方法とは異なるため、新たな材料設計指針を示している可能性がありますが、その
メカニズムは不明確でした。
　一般財団法人ファインセラミックスセンターは、京都大学、高エネルギー加速器研究機構（KEK）物質構造科学研究所、東京大学
と共同で、同じ価数の陽イオンを原子レベルで混合したフッ化物イオン固体電解質 (Ba,Ca)F2 における伝導度向上のメカニズムを理論
計算により解明しました。
　本研究では、機械学習ポテンシャルを用いた分子動力学計算や点欠陥計算等の先端的な理論解析手法 を複合的に用いて、(Ba,Ca)
F2 におけるイオン伝導機構を調べました。その結果、(Ba,Ca)F2 では、陽イオンのサイズの違いにより結晶内に生じた格子歪みの影響
により、フッ化物イオンの伝導を媒介する点欠陥の濃度が著しく増大し、イオン伝導度の向上が引き起こされていることが明らかにな
りました。
　本研究により得られた知見は、新たな固体電解質の材料設計の可能性を提示しており、全固体フッ化物イオン電池を含む、持続可
能な社会の実現に向けた次世代電池の材料開発に大きく貢献できるものと期待されます。。

図 1 Ba0.5Ca0.5F2 構造の模式図（左図）とフッ化物イオン欠陥濃度の温度依存性（右図）

謝辞
　本研究は国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の RISING3（JPNP21006）プロジェクト、文部科学省
スーパーコンピュータ「富岳」成果創出加速プログラム「物理 - 化学連携による持続的成長に向けた高機能・長寿命材料の探索・制御」

（JPMXP1020230325）、日本学術振興会（JSPS）科学研究費（JP24K01173、JP22H05142、JP22H05146）、池谷科学技術振興財
団研究助成（0361237-A）による支援を受けて実施されました。また、本研究の一部は、スーパーコンピュータ「富岳」の計算資源の
提供を受け、実施しました（課題番号 : hp230205、hp240224）。

論文情報
　本成果は 2024 年 10 月 17 日に英国王立化学会刊行の科学雑誌「Journal of Materials Chemistry A」オンライン版に掲載さ
れました。また、本論文は HOT paper として選ばれました。
タイトル：Point-defect chemistry for ionic conduction in solid electrolytes with isovalent cation mixing
著者：Takafumi Ogawa, Kazuyuki Sato, Kazuhiro Mori, Shunsuke Kobayashi, Hiroki Moriwake, Yuichi Ikuhara, Akihide Kuwabara
掲載誌：Journal of Materials Chemistry A
DOI：10.1039/D4TA05684A
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　2024 年度入所者で海外出張一番乗りとのことで報
告致します。
　「結晶化ガラスを研究しているのに、ガラスの国際
会議に出たことがない！」という思いだけで韓国・仁
川の松島コンベンシアで 2024 年 8 月 25 ～ 28 日に
開催された International Commission on Glass Annual 
Meeting 2024 (ICG 2024) に参加を決めました。正に
ガラスの国際会議です。この参加を決めた後に、恩
師 で あ る Vidyasirimedhi Institute of Science and 
Technology (VISTEC：ジャングルを切り開いて設立
されたタイの大学院大学 ) の小川誠教授からご連絡を
頂き、Nanospace2024 での組織委員会（全員、小川
誠教授にご指導を頂いたことがある研究者）への参
加と発表をさせて頂くことになりました。Nanospace 
2024 の日程は 2024 年 8 月 23 ～ 25 日だったため、
ICG 2024 の Welcome Cocktail と重なっていました。

「タイから韓国に飛ぶしかない！」と海外から海外に
行く初めての経験をしました。海外を股に掛けて仕事
をしている気分で夢見心地でしたが、実際にタイから
韓国への移動は深夜便だったため、あまり眠れずに夢
すら見られませんでした。
　前半の Nanospace 2024 は VISTEC で開催されまし
た。会場は学内のホールで「自分は TED に出ているの
か？」と錯覚する程でした。ナノ粒子、MOF、ゼオラ
イト、メソポーラス材料、層状化合物などのナノケミ
ストリーに関連する材料の発表が 1 つ 1 つを紹介でき
ない程に多岐にわたってあり、多くの最新の内容を聴
講できました。メソポーラスシリカや層状化合物を用
いた有機―無機ハイブリッド材料の研究の経験がある
ため、内容だけではなくスライドのデザインまで勉強
になりました。また、学会の最後には、小川誠教授が
還暦を迎えた年だったこともあり、サプライズでプレ
ゼント（花束と紹興酒）と共に卒業生・学生一同でお
祝いし、学会参加者全員で記念撮影を行いました。小
川誠教授の人脈には改めて敬服いたしました。

　後半の韓国で開催された ICG2024 では、結晶化ガ
ラスのセッションで発表し、最新の内容についても聴
講できました。結晶とガラスの 2 相があり、組成変
化や複数の結晶相があるため、メカニズムの検討の際
に要因を絞りにくい課題が依然としてあることを確信
し、自身の独創性の「結晶組織の制御」の意義を再認
識できました。発表内容も結晶組織の制御に関する内
容でした。体積結晶相の組織制御のために熱処理条件
を厳しくした際、表面結晶相が内部に侵略する問題に
対し、結晶化前のガラスの酸処理により表面結晶化を
抑制し、得られる結晶組織が通常の体積結晶化とは異
なる大きさで得られる内容です。講演中に著名な研究
者である Mario Affatigato 教授が終始笑顔だった理由
について、話しかけるタイミングを逃したことは 1 点
の心残りでした。学会中だけではなく懇親の場におい
ても積極的にコミュニケーションをとり、自身の顔を
覚えて頂く貪欲さを忘れてはならない点も改めて思う
ことができました。
　全く異なる 2 学会に連続で発表しましたが、筆者の
発表内容はいずれも結晶化ガラスに関連するものでし
た。層状結晶が析出する結晶化ガラスは結晶化ガラス
として多彩な機能・多様な応用があるだけではなく、
ナノケミストリーにも関連する層状化合物が析出して
いるため、そのような分野の知見も取り入れられる材
料です。このように 1 つの材料を異なる分野の視点で
眺める、またある分野の技術を違う分野に応用する「A
＋ B ＝ C」の考え方で研究を展開し、来年度以降は弊
所で始めた研究の成果を国際会議で発表できるよう精
進する所存です。
　今回の国際会議 2 件（Nanospace 2024、ICG 2024）
への参加・発表（論文化済の内容）は弊所に転籍する
前に決まっていました。前の所属先の内容ではありま
したが、弊所でも研究する内容への関連性もあること
を鑑みて出張を許可頂いた奥原グループ長はじめ、ご
協力頂いた皆様には改めて深く感謝申し上げます。

エアポケット

国際会議 ICG2024 および Nanospace2024 参加報告 ～タイから韓国へ～
材料技術研究所　環境・エネルギー材料グループ　町田慎悟

Songdo ConvensiA　会場会場を背にした VISTEC キャンパス内の風景
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の動きJFCC

2024 年 7 月 31 日付
　退職（定年）
　　研究企画部　企画グループ　 総括担当者　水谷　ひとみ

2024 年 8 月 1 日付
　職員採用
　　材料技術研究所　先進プロセス設計グループ
　　　上級研究員　井田　駿太郎
　嘱託採用
　　研究企画部　企画グループ　水谷　ひとみ
　　材料技術研究所　機能性材料グループ
　　　特別研究員　山口　博隆

2024 年 9 月 30 日付
　出向元復帰
　　研究企画部　企画グループ
　　　担当部長　服部　昌晃（日本特殊陶業株式会社）

2024 年 10 月 31 日付
　退職（定年）
　　事務局　経理グループ　グループ長　鏡味　聖二
 
2024 年 11 月 1 日付
　嘱託採用
　　事務局　総務グループ　専任課長　鏡味　聖二

2024 年 11 月 30 日付
　退職（定年）
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ
　　　主任技師　小川　光惠

2024 年 12 月 1 日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ
　　　特任主任技師　小川　光惠

人の動き

○ The 22nd International Meeting on Lithium Batteries
　(IMLB2024)
　Best Poster Award
　受賞日　　2024 年 6 月 21 日
　受賞者　　平岡　紘次
　　　　　　鈴木　直毅（日本サムスン株式会社）
　　　　　　関　志朗（工学院大学）
　受賞題目　Operando Raman Spectroscopy for Electrode 
　　　　　　Reaction in Anode-free-type 
　　　　　　Sulfide-based-all-solid-state Li Batteries

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 49 回学術写真賞　最優秀賞
　受賞日　　2024 年 7 月 19 日
　受賞者　　孫　海明（元 JFCC、現大阪大学）
　　　　　　山本　和生
　受賞題目　高 Li イオン電導性固体電解質（Li7La3Zr2O12）
　　　　　　の室温における原子分解能観察

○日本セラミックス協会 第 37 回秋季シンポジウム
　特定セッション 23. 先進的な構造科学と分析技術
　特定セッション最優秀講演賞
　受賞日　　2024 年 9 月 12 日
　受賞者　　仲山　啓
　受賞題目　走査透過型電子顕微鏡法による MOS2 への
　　　　　　Li 挿入反応のその場観察

○日本セラミックス協会 第 37 回秋季シンポジウム
　特定セッション 誘電材料の最前線
　～社会課題解決のためのイノベーション創出～
　特定セッション最優秀賞
　受賞日　　2024 年 9 月 12 日
　受賞者　　設樂　一希
　受賞題目　網羅的第一原理計算に基づく新規強誘電体材料の
　　　　　　探索

表　彰

○公益社団法人日本セラミックス協会
　セラミックス貢献賞（技術・研究部門）
　受賞日　　2024 年 10 月 11 日
　受賞者　　小川　光惠

○ The 10th International Symposium on Surface Science
　(ISSS-10)
　Young Researcher Prize
　受賞日　　2024 年 10 月 23 日
　受賞者　　勝部　大樹
　受賞題目　Low-temperature Scanning Tunneling
　　　　　　Microscopy Study of the Structure of
　　　　　　Segregated Germanene on Ag Thin Film

○公益財団法人大倉和親記念財団
　2024 年度 大倉和親記念財団研究助成　一般部門
　受賞日　　2024 年 12 月 3 日
　受賞者　　田中　誠
　受賞題目　磁場と超音波を活用した粒子衝突常温成膜
　　　　　　によるセラミックス膜の結晶配向制御

○公益財団法人大倉和親記念財団
　2024 年度 大倉和親記念財団研究助成　一般部門
　受賞日　　2024 年 12 月 3 日
　受賞者　　村田　秀信
　受賞題目　固相反応法を対象とした小規模データ駆動型
　　　　　　研究の実証：多種主要元素化合物光触媒の化
　　　　　　学組成最適化

○公益財団法人中部科学技術センター
　学術・みらい助成　優秀提案
　受賞日　　2024 年 12 月 6 日
　受賞者　　設樂　一希
　受賞題目　第一原理計算と機械学習に基づく
　　　　　　強誘電体材料開発の革新
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材料技術研究所　機能性材料グループ
山口　博隆

材料技術研究所　先進プロセス設計グループ
井田　駿太郎

研究企画部
長谷川　義宏

　2024 年 8 月 1 日付けで材料技術研究所・機能性材料グループに配属されました。それまでは、茨城県つくば市の
産業技術総合研究所で、SiC やβ -Ga2O3 の放射光 X 線トポグラフィによる欠陥評価を中心に研究していました。同じ
つくば市内には、高エネルギー加速器研究機構の放射光実験施設があります。同施設で、X 線吸収分光や X 線回折
を使った物性研究をしていましたが、その後、シリコンに代わる新型半導体として SiC の研究に関わるようになったと
いう経緯があります。今後も放射光 X 線を利用した評価技術やそれによる結晶欠陥の研究に取り組んで行きたいと
考えています。JFCC にはすでに X 線トポグラフィの高い評価実績がありますが、そのほかにも光学顕微鏡や電子顕
微鏡などのより高分解能な評価技術があり、相互の連携による研究の進展が楽しみです。これからも新しい技術にチャ
レンジしていきたいと考えています。どうぞよろしくお願いいたします。

　2024 年 8 月 1 日付けで材料技術研究所・先進プロセス設計グループに配属されました井田駿太郎と申します。私
は 2018 年 3 月に東京工業大学大学院理工学研究科材料工学専攻で博士号を取得し、東京工業大学大学院物質理工
学院で研究員を務めたのちに、2018 年 5 月から 2024 年 7 月まで東北大学大学院工学研究科知能デバイス材料学専
攻にて助教を務めておりました。これまでは、耐熱金属材料に関する研究を金属学をベースに行ってきました。東工
大では Ni 基合金における金属間化合物を用いた粒界組織制御を目指し、実験状態図の作製や状態図を用いた組織
制御に取り組みました。東北大では、Mo 基合金に形成する TiC の凝固組織形成課程や非化学量論性に伴う特性変
化の解明に関する研究を主に行いました。
　JFCC では、金属学をセラミックスに応用しつつ、多くの研究成果を出していきたいと思っております。例えば、
JFCC で開始した研究テーマであるセラミックスのレーザー焼結は、金属材料で使用が拡大している三次元積層造形
によく似ており、金属学も用いながら現象の解明に取り組んでいます。現状は、セラミックス材料に対する私の経験
や知識が至らぬこともあり、悪戦苦闘しておりますが、JFCC の皆様に助けられながら研究を進めることができてお
ります。金属とセラミックスの両者の優れた特性を活かした材料設計ができる研究者を目指し、JFCC でも精進致し
ます。今後ともご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

　2024 年 7 月 1 日付けで日本特殊陶業株式会社より出向して参りました長谷川義宏と申します。出向元につきまし
ては、1994 年に入社後は生産技術部門に配属され、圧電体や誘電体セラミックス製品の製造工程で用いる生産設備
の開発や既存設備の改良、生産ラインの改善などに関わって参りました。その中でも圧電素子や誘電体素子の電気
的特性を計測し良否判定を行う選別機や周波数特性を調整する加工機などのパソコンのソフトウェア開発に従事して
いました。直近では国籍や年齢、経歴も多様なメンバーとクラウドベースのソフトウェア開発に関わったりしていまし
た。技術進歩が早い領域なので勉強しながらソフトウェア開発する状況で大変苦労しましたが、システムが期待通り
に動き出すと喜びと達成感を得ることが出来ました。
　プライベートでは、歴史や旅、グルメなどに興味がありますので、YouTube などで動画を漁っては観たりしています。
コンピュータサイエンスにも興味がありますので、頭の体操の意味でプログラミングの勉強をしたりしています。
　JFCC では知的財産関連を担当させて頂いております。私としては知的財産管理の分野は知識も経験も少ないです
が、JFCC が持つ先進的な技術を知的財産として権利化や活用に微力ながら貢献できるように尽力して参りますので、
ご指導ご鞭撻の程を宜しくお願い致します。

職員紹介

の動きJFCC

　最先端の第一原理計算をはじめとする計算科学による材料科学研究功績が称えられ、
JFCC の客員主管研究員である田中功氏（京都大学　教授）に、紫綬褒章が授与され
ました。

紫綬褒章受賞
客員主管研究員　田中　功　氏


